
体験学習を大切にして
下記の文科省の報告を待たずとも、体験活動(直接体験)が大切であることは言うまでもありません。
本校も、現地に出向いて学ぶフィールドワークや工場等の見学、講師に来校いただき学ぶ講座等をカリ

キュラムに位置づけ実施しています。現時点で、2年生の｢町探検(6/8)｣、3･5年生の｢田植え(6/12)｣、4年
生の｢各種福祉体験(5月末～6月中)｣と｢海に学ぶ体験学習(10/6･13)｣、5年生の｢食肉出前講座(6/23)｣と｢皮
革工場見学(6/29)｣、5･6年生の｢能･狂言鑑賞会(6/27)｣、6年生の｢租税教室(6/2)｣と｢ふれあいコンサート
(11/10)｣の日程が決まっており、この他にも打合せ中の体験活動が多くあります。修学旅行(9/28･29)や
自然学校(9/8～12)、校外学習(下記)を含め、直接体験をとおしての学びを大切にしていきたいと考えます。
そのためには、地域･保護者のみなさまのご理解･ご支援･ご協力が欠かせません。ご無理をお願いする

ことも多々あろうかと存じますが、何卒よろしくお願いします。 ※実施日については、事情により変更になる場合もあり得ます。

体験活動の教育的意義 ――平成17、18年度豊かな体験活動推進事業より(文部科学省）――
体験活動とは、文字どおり、自分の身体を通して実地に経験する活動のことであり、子どもたちがいわば身体全体で対象に働きかけ、

かかわっていく活動のことである。この中には、対象となる実物に実際に関わっていく「直接体験」のほか、インターネットやテレビ
等を介して感覚的に学びとる「間接体験」、シミュレーションや模型等を通じて模擬的に学ぶ「擬似体験」があると考えられる。しか
し、「間接体験」や「擬似体験」の機会が圧倒的に多くなった今、子どもたちの成長にとって負の影響を及ぼしていることが懸念され
ている。今後の教育において重視されなければならないのは、ヒト・モノや実社会に実際に触れ、かかわり合う「直接体験」である。

★６月２１日（水）実施の授業参観、PTA心肺蘇生法講
習会、並びに引き渡し訓練について
日程等は、すでにご案内のとおりです。心肺蘇

生法講習会にご参加くださる方につきましては、
講習会後、授業参観まで随分と時間が空きます。
一旦帰宅してから改めてご来校いただくようにな
りますこと、たいへん申し訳なく存じますが、何
卒よろしくお願いいたします。

★自然学校の説明会並びに１～４年生の校外学習について
以下のとおり計画しています。よろしくお願い

します。なお、期日が近づいて参りましたら、改
めて、文書もしくはしおり等でお知らせします。
・自然学校説明会：7月4日(火)16:00-
・校外学習(バス遠足)
１年：10月13日(金) [姫路セントラルパーク]
２年：9月20日(水) [姫路科学館・ヤマサ蒲鉾本社工場]
３年：10月17日(火) [グリコピア・人と自然の博物館]
４年：10月24日(火) [人と防災未来センター・神戸青少年科学館]
修学旅行については、前年度の自然学校と重複

することが多く、説明会は開きません。6年生保護
者のみなさまには、7月初旬に修学旅行についての
文書を出しますので、ご覧いただき、ご不明な点
等ありましたら、個別懇談会でお尋ねください。

～月行事予定表（別紙）とあわせてご覧ください～～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～

★５月２７日（土）実施の運動会について
前号でもお知らせしましたが、今年度の運動会は

開始時刻をこれまでより１５分早め、午前中に終わる
ことができるように計画しております。その上で、
ご来場のみなさま方全員が参加できる競技(玉入れ
で、もちろん強制参加ではなく、また児童のみの競
技ではないので得点にも関係なく、参加できる方で
楽しい一時を過ごしましょうという意図です)を実
施するようにしています。無理のない範囲で、みん
なで玉入れを楽しんでいただけたらと存じます。

★｢ひょうごがんばり学びタイム｣について
今年度も、授業中に同室指導の中で学習支援をし

ていきます。講師は、昨年度に引き続き酒井利弥先
生に来ていただきます。

★「水泳･水遊び」の学習について
６月から体育科で「水泳･水遊び」の授業が始ま

ります。水泳は、全身運動であり心肺機能を高める
のに効果的で、何より楽しい運動です。反面、水中
での活動であり危険を伴う運動でもあります。水着
や持ち物等については改めてお知らせしますので、
ご準備をよろしくお願いします。加えて、お子さま
の毎日の健康観察と十分な食事･睡眠の確保に努め
ていただきますよう、重ねてお願いいたします。
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《４月２２日（土） 「兵庫リレーカーニバル」》
本校から、６年板野小陽さん･可藤心羽さん･小谷

明日香さん･田渕乃々華さん･原田日鞠さん･山田光空
さんの女子チームが出場しました。惜しくも準決勝
進出とはなりませんでしたが、予選突破タイムと僅
か０秒５６差の１分０２秒２２でバトンをつなぎ、練習
よりずいぶんとタイムを縮めることができました。
スポーツに限らず、学校の学習以外にも力を発揮で
きる機会はたくさんありますので、西小っ子たちに
は是非いろいろと挑戦してもらいたいと思います。

《４月２５日（火） ｢ようこそ１年生～１年生となかよくなろうの会～｣》
今年度初めての児童会集会活動は、しばらく行う

ことができなかった体育館に全校児童が集まっての
集会になりました。名称が表すとおり、「１年生が安
心して学校生活を送ることができるような楽しい会
にしよう、揖西西小学校に入学
して良かったなと思える会にし
よう」と、６年生を中心に、な
かよし班(縦割班)を活用し、自
己紹介やゲームをするなどして、
児童会テーマどおりの笑顔いっ
ぱいで楽しい会となりました。

《５月２日（火）３年 ｢リコーダー講習会」》
音楽科では、３年生ではじめてリコーダーに触れ

ることになっています。そこで、講師をお願いし、
演奏時の姿勢やタンギング等、リコーダー演奏の基
本を教えていただきました。ま
た、子どもたちもよく知ってい
るアニメの主題歌や馴染みのあ
るクラシックの名曲の数々を演
奏してくださり、子どもたちも
たいへん関心を持って、講習会
に臨んでいました。

お玉を使ってスプーンレース

～健康の森から、いつも西小っ子を見つめている森の木のつぶやきです～
けんこう もり にししようつこ み もり き

もうすぐ運動会、みんな練習をがんばっているね。暑い
うんどうかい れんしゆう あつ

ね。適切な水分補給、着帽等で熱中症に気をつけよう。
てきせつ すいぶんほきゆう ちやくぼうとう ねつちゆうしよう き

「みんなでつなごう心のバトン 笑顔と絆の二刀流」の
こころ え がお きずな にとうりゆう

スローガンどおり、笑顔いっぱいの運動会になればいい
え がお うんどうかい

なあ。そして、みんな（西小っ子だけじゃなく、運動会に来
にししようつこ うんどうかい き

てくださったおうちの人や地域の人も入れて）が仲良くな
ひと ち いき ひと い なか よ

れたら、素敵だなあ。みんなの力を合わせて、素晴らしい
す てき ちから あ す ば

運動会にしようね。森の木も楽しみにしているよ。 (つづく)
うんどうかい もり き たの

4月28日(金)の授業参観･学級懇談会、5月14日(日)

の資源回収(奉仕作業は雨天中止)へのPTA会員のみなさま

方のご協力、並びに地域のみなさま方のご支援に感謝

申し上げます。今後とも、子どもたちの教育活動や学

校の環境美化にご協力を賜りますようお願いします。

《５月８日（月）１・２年 ｢学校探検」》
２年生があらかじめ、どの部屋に

どんなものがあるか、何のための教
室か等調べて、入り口の扉に説明書
を貼っていました。それを見ながら、
１･２年生がグループになって学校探
検をしました。１年生にとっては、
未知のゾーンへの探検です。校長室では、歴代校長
の写真や二宮金次郎像等に興味津々な様子でした。

《表彰・作品掲載》 ～みなさん、おめでとう(数字は学年)～
★たつの市体育協会優秀選手賞表彰
銀賞：中川杏那⑷
銅賞：長方香稟⑹・根本翔⑹・根本真緒⑹
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※学校外の活動における表彰等については、学校に情報提供があったものを紹介させていただいております。
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